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要旨
日本語における発達途上でみられる音韻プロセスを明らかにする目的で，2 歳から 6 歳の健常児
























が /ɕakana / となった場合は /s/ が /ɕ/ に置
換，/tsukɯe/ が /tɕukɯe/ となった場合は /










を上げている（Crosbie, Holm, & Dodd, 2005; 















































② / ke / → / tɕe / の置換は音韻プロセス
に該当しないとされていたのを「前方化」
に分類した























前舌母音が続く軟口蓋破裂音 /k / の歪みが 7
例（29％），/budo : /における/d/の弱音化が 6
例（25％）であった．一方，「置換」において頻
度の高い誤りは，/dʑitenɕa / において /ɕ/ が
/s / に置換した誤りが 6 例（18％），/aҫirɯ / に
おいて /ҫ/ が /ɕ/ に置換する誤りが 4 例（12％）
であった．また，音韻プロセスに該当しない誤
りの被験児ひとりあたりの発生頻度は，3 歳児
の 1 名において置換が 6 回認められた以外は，


































重比較では 2 歳と 3 歳～ 6 歳の間に 1％水準で
有意差が認められた．子音の省略は主に 2 歳代
で認められ，3 歳以降になるとその出現数は顕






一方，省略された子音は / h/ が 11 回と最
も多く（例；/gohaN / → /goaN/），続いて /ɾ/
が 5 回（例；/ɾappa / → /appa/），/ҫ / が 3 回




間に有意差が認められ（F（4, 111）= 32. 473，
p<.01），多重比較では 2 歳と 3 歳の間に 1％水
準で有意差が認められた．これらから，子音の
調和・同化は主に 2 歳代に多く認められ，3 歳
になると顕著に減少するプロセスであるといえ








ると，/k/と/ t/・/ts /・/tɕ/（例 ; / taiko / → / 
kaiko/ , / tsɯkɯe/ → /kɯkɯe/, /kɯtɕi/ → / 
tɕɯtɕi /），/g / と /n /（ 例 ; /megane/ → / 
menane/）といった軟口蓋音と歯茎音が続く
場合に同化するパターン，/s/ と /tɕ/（例 ; / 
tɕi : sai/ → /tɕi : tɕai/）といった歯茎摩擦音
と歯茎硬口蓋破擦音が続いたり，/ ɾ / と /t/













が認められ（F（4,111）= 20. 787，p<. 01），多




前 方 化 に よ る 誤 り は，/sakana/ → /
satana/ というように軟口蓋破裂音が歯茎破






が認められ（F（4,111）= 9.426 ，p<. 01），多重
比較では 3 歳と 4 歳の間に 5％水準で有意差が
認められた．このことから，破裂音化の誤りは




化 す る 誤 り，/dzo : /→/do : /，/tɕo : tɕo/ → /
to : to/ のように，破擦音が破裂音化する誤











間に有意差が認められ（F（4, 111）= 5. 810，
p<. 01），多重比較では 2 歳と 3 歳・5 歳・6 歳
の間に 1％水準で有意差が認められた．これら




を示している被験児が 2 名おり（11 回と 12 回），
それらの被験児が年齢群としての平均値を上げ
る結果となっていた．破擦音化を 1 回以上示し














摩擦音化においては 2 歳児において /koppɯ 
/ → /hoppɯ/ になる破裂音が声門摩擦音とな








比較では 2 歳・3 歳と 5 歳・6 歳との間に 1％
水準で有意差が認められた．これらから，硬口
蓋音化のプロセスは 3 歳から 5 歳にかけて徐々
に減少していくプロセスであるといえる．
口蓋音化の誤り方としては，/ɯsagi /→ / 
ɯɕagi/ となるような歯茎摩擦音が口蓋音化す




では /s/ → /ɕ/ になるなどの歯茎摩擦音が口
蓋音化するパターンも多く認められるが，4 歳








浅野・鈴木・吉田 , 2010）．/ h / は摩擦音の中
でも音声学的分類では非粗擦音であり粗擦音
と比べるとエネルギーが小さく振幅が小さい
（Reymond & Charles, 1992）．そのため，非粗
擦音である / h / は聴覚的に知覚しにくい音で
あるために省略されやすい可能性があると考え
られる．一方，/ ɾ / の構音運動は舌尖の拳上を
必要とするが，舌を上口唇に付ける運動が可能
なのは 2 歳前半では 28％，2 歳後半でも 50％









ている（Bernthal, Bankson & Flipson, 2012）．
本研究で同化が起こった音環境についてみて
みると，軟口蓋音 / k /と歯茎音 /t/，歯茎摩擦
音 /s/と歯茎硬口蓋音破擦音 /tɕ /，歯茎弾き
音 / ɾ / と歯茎破裂音 /t / が続く場合などに同
化が起きていた．これは，/k / で奥舌を拳上し，
その後 /t / で舌尖を拳上するといった舌が大
きく動く必要のあるもの，/s/と /tɕ/，/ɾ / と







破裂音化については 2 歳～ 3 歳に認められ
るプロセスであったが， 2 歳代と 3 歳以降で誤
りのパターンに相違が認められた．2 歳代の誤
りは /s / → /t / になるような摩擦音が破裂音
化する誤りが主であるが，3 歳以降では 2 歳代
での誤りは減少し /ɾ / → /d / になるような，
弾き音が破裂音化するパターンが残存した．/





3 歳 10 カ月であると報告されており，3 歳か
ら 4 歳にかけて破裂音化が顕著に減少するとい
う本研究の結果と一致する．そのため，舌尖の
拳上運動が出来るようになる 3 歳～ 4 歳以降に




ɕ / が歯茎硬口蓋破擦音の /tɕ / に置換する誤
りが主であった．構音点が歯茎である /s/ に
おいても同じ構音点である /ts/ にはならず，
歯茎硬口蓋の /tɕ / に置換していた．一般的
に日本語では構音の発達は /t / → / tɕ / → /










なっていた．本研究において，摩擦音 /s / の
誤り方は，破裂音化 /t /・破擦音化 /tɕ / が 2
歳代まで，硬口蓋音化 /ɕ / が 3 歳代まで認め
られることが明らかとなっている．そのため，
その 2 名においては /s / の誤り方が生活年齢
よりも幼い年齢でみられる誤り方をしていると
考えられ，今後 /s / の誤りが固定化する可能
性があると思われた．
硬口蓋音化の誤り方としては，/ s / が /ɕ/
となるような歯茎摩擦音が硬口蓋音化するパ
ターンが 2 歳～ 3 歳を中心に，/ts / が / tɕ / と
なるような歯茎破擦音が硬口蓋音化するパター
ンが4歳以降に認められた．破擦音化と同様に，



























化」が 2 歳代まで，「口蓋音化」が 4 歳代まで
であった．一方，語全体プロセスにおける「子
音の省略」「子音の調和・同化」は Dodd（2005）















Keonard, Folger & Wilcox, 1980），そのプロ
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Abstract
To ascertain the developmental phonological processes in Japanese-speaking children, we 
examined speech samples from 116 normally developing children, aged two to six years. Speech 
samples were elicited using the latest version of the articulation test. The assessor transcribed 
each child’s responses in the International Phonetic Alphabet and classified them according to 
Kawai’s phonological process categories. 
Results indicated that the common phonological processes were consonant deletion, consonant 
harmony, fronting, stopping, affrication, and palatalization. Those which disappeared by age 
three were consonant deletion, consonant harmony, fronting, stopping of fricative, and affrication. 
Stopping of the tap or the flap disappeared by age four. Palatalization disappeared by age five.
Key Words： Phonological Process, Normal Development, Articulation Development
中村哲也，他：健常発達における音韻プロセスの変化
